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0 文部 省 組織令 （ 227 ) 6 ・ 28
0 保健体育審議会令等 の一部 を 改正す る 政
令 （ 229 ) 6 ・ 28
0 国立 学校設置法施行令 （ 230 ) 6 ・28
省 令
o 国 立学校設置 法 に 規定す る 共通第 l 次学
力 試験に 係 る 費 用 の納付手続 の特例 に 関
す る 省令の一部 を 改正す る 省 令 （ 大蔵28 )
0文部省設置 法施行規 則 等 の 一部 を 改正す
る 省令 （ 文部37 )
0 国 立学校設置 法施行規 則 及 び国立大学の
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0 人事院規則 （ 特地勤務手当等 ） の一部 を
改正す る 規則 （ 人事 院 9 55 ) 
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6 ・30
6 . 30 
6 . 30 
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官
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0 人事院規則 （ 職 員 の身分保障） の一部 を
改正す る 規 則 （ 人事 院 1 1- 4 )  6 ・ 30
0 人事院規則 （ 職 員 の災害補償） の一部 を
改正す る 規則 （ 人事院 16 0) 
0人事院規則 （災害 を 受けた職 員 の福祉施
設） の一部 を 改正 す る 規則 （ 人事院 16
3 )  
0 人事 院規則 （ 職 員 団体のため の職員 の 行
為 ） の 一部 を 改正す る 規則 （ 人事院 17-
2 ) 
6 ・ 30
6 ・ 30
6 ・30
0 人 事 院規 則 （ 俸 給表の適用 範囲 ） の一部
を 改正す る 規則lj （ 人 事院 9 - 2 )  6 ・ 30
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正す る 規則 （ 人事院 9 7 ) 6 ・ 30
0 人事 院規則J （ 初任給， 昇格， 昇給等の基
準 ） の一部 を 改正 す る 規則 （ 人事 院 9一
8 ) 
一 示生田
6 ・ 30
0 大学 の 名 称 を 変更す る 件 （ 文部80 ) 6 ・ 6
0 短 期 大学の名 称 を 変更す る 件 （ 文部81 ) 6 ・ 6
0 大学 入学に 関 し 高等学校 を 卒業 し た 者 と
同 等以上 の学力があ る と 認め ら れ る 者の
指定 の一部 を 改正す る 件 （ 文部96 )
0大学院及 び大学の専攻科の 入学に 関 し大
学 を 卒業 し た者と同 等以上の学力 が あ る
と認め ら れ る 者の指定の一部 を 改正す る
件 （ 文部97 )
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諸 議
AQ 冨
保健管理センタ ー運営委員会（ 6 月 1 日 ）
（審議事項）
( 1）保健管理センタ 一事業計画等 に つ い て
昭和59年度第2回入学試験管理委員会（ 6月 12 日 ）
（審議事項）
( 1）昭 和60年度富 山 大学 入学者選 抜方法並びに 第 2次
の 学力検査実施教科・科目 に つ いて
(2）昭和60年度富山大学入学者選抜試験の選考基準に
つ いて
( 3）昭和60年度富 山 大学入学者選抜に 関す る 要項 に つ
いて
(4）昭和60年度入学試験問題作成主任委員及び同繋理
委員に つ い て
昭和59年度第1回富山大学施設整備委員会（ 6月12日）
（審議事項）
( 1）昭和60年度国立学校施設整備費概算要求につ い て
(2）工学部運動場 の 処分に つ いて
(J)GJ動二輪車 専用駐車場等の 交 通施設の 設置 に つ い
て
昭和59年度第2国学寮補導委員会（ 6 月 15日）
（審議事項）
( 1）水道料の 負 担区 分 に つ い て
(2）受験生宿泊に つ いて
昭和59年度第1回大学院委員会（ 6 月 1 5 日 ）
（審議事項）
( 1）昭和60年 度 富 山 大学大学院理学研究科（修士課 程 ）
及 び工学研究科（修士課程 ） 学生 募集要項（案 ）
に つ いて
昭和59年度第3回評議会（ 6月 15 日 ）
（報告事項）
( 1）昭和60年 度富 山 大学大 学 院理学研究科（修士課程 ）
及 び、工学研究科（修士課程）学生募集要項 に つ いて
( 2）昭和60年度入 学 試験問題作成主任委 員 及 び同整理
委員 に つ いて
( 3）国 立 大学等 に お け る 組織及 び運営の 見直し の実施
に つ いて
(4）学生 の動向に つ い て
（審議事項）
( 1）入学 式 々 場 に つ い て （ 継 続 審議事項 ）
( 2）昭 和60年 度 概算要求（ 案 ） に つ いて
(3）昭 和59年度学 内 予 算配分 （ 案 ） に つ い て
(4）昭和60年 度富 山 大学 入学者選抜に 関す る 要項 （ 案 ）
に つ いて
( 5）工学部運動場 の 処 分 に つ い て
富山大学情報処理セン ター設置準備委員会（ 6 月 19 日 ）
（審議事項）
( 1）情 報処理セ ン タ 一規則案作 成の 専 門委員 の 推薦に
つ い て
富山大学構内 交通対策委員会（ 6月22 日 ）
（審議事項）
( 1）自動二輪車専用 駐車場等の 交通施 設の 設置 に つ い
て
昭和59年度第3回附属図書館商議会（ 6月 26 日 ）
（報告事項）
( 1）第31回国 立大学図書館協議会総会 に つ いて
( 2）昭和59年度附属図 書館運営 費 に つ い て
（審議事項）
( 1）昭和59年度学生 用 図 書購 入 費に つ い て
( 2）昭和59年度 参 考図書購 入費 に ついて
( 3）昭 和 59年度 基本図書購 入 費 に つ い て
昭和59年度第1回教務委員会（ 6月 29 日 ）
（審議事項）
( 1）昭和 59年 度教職に 関 す る 専 門科目 の 授 業 に つ いて
( 2）高 等学校 の 教育課程改訂に 伴う 本学の 対 応 に つ い
て
3 
昭和59年7月l日発行
昭和59年度第1回国際交流委員会（ 6 月29 日 ）
（報告事項）
(1 ）遼寧大学 と の友 好学術交 流締結に つ い て
品凶・チ
学 報 第248号
（審議事項）
(1）学術交 流に 基づ く 教 官の招へい 及 び 派遣 に つ い て
(2 ）交 流経費 に つ い て
事
昭和60年度富山大学入学者選抜に関する要項を発表
本学は ， 昭和60年度 富 山 大学入学者選抜に 関 す る 要
項 を 7月3 日 （刈に 次の と お り 発表 し ま した。 学 力 検査
実施教科 ・ 科目に つ いては ， 昨年 3 月 す でに 発表ずみ
のもの と 変更はあ り ま せ ん 。
な お， 第 2 次 の 学 力 検査等の 日 程， 試験場 及 び 出願
手 続等の細目 を 記載した学生募集要項に つ いては， 本
年 1 2 月 上旬頃 に 発 表 す る 予定です。
昭和59年度 と の主 な 相違 点は 次のと お り です 。
①教育 学部 小学校 教員 養成 課程， 養護学校教 員養
成課程及び幼稚園教 員 養成課程で学力 検査のほ
かに新たに実 技検査を 課 し た こ と 。
②人文学部 の 第 2 次試験の 国語の配点 を 200 点か
ら 250 点に 増や し たこ と 。
昭和60年度富山大学入学者選抜に関する要項
I. 学部 ・ 学科等の 内容及 び入学定員
''1 ？ん 音日 学科 ・ 課 程
人 丈 ·'¥: 干、↓
人文学部
語 学 文 学 科
小 学 校 教 員養 成 課程
教育学部 中 学 校教 員 養成 課程
養護学校教 員 養成課程
幼 稚 園 教 員 養 成 課程
経 j斉 己寸£」． 科
経済学部 守主 メ邑ムら 学 科
経 営 法 学 科
数 ナ品以． 科
ヰゐ 理 ：山子． 苧十
理学部
化 A十u与 科
生 ヰ勿 学 科
地 球 科 学 科
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90 ｛隠｜ま
コ
80 
ス
14 0 専
50 攻
教
20 
干斗
30 
1 20 
120 
60 
40 
40 
40 
30 
30 
専 攻 ， 講 座 又 は 学 科 目
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学，
英国語語英国文米
語
学文，学朝，鮮ド
学
語イ
，
朝ツ鮮語比文学文イ，ツ中文学国語， 中凶文学，
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数
，
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面i工作， 体育噌
家国庭語，， 杜技術会：1:
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学， 解析学， 数理統計学， 応 用解析学
団
レ
体
ー
物
ザ
理
一物
学，
理
量
学
子 物理学， 結晶物理学， 電波物理学，
物理化学， 構造化学， 分析化学， 有機化学， 天然物化学
形態学， 生理学， 細胞 生物学， 環境生物学
地殻構造学， 地殻進化学， 陸水学， 雪氷学
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·� 吉日 学や｜・課位 入学定員 専 攻 講 座 又 は 学 科 目
電 気 工 学 千三↓ 50 電気理論， 電気機器学， 電 力 工学， 通信工学， 制御工 学
工 業 イヒ 学 科 45 有応
機
用
工
物理
業 化
化
学
学
，
， 環
有機
境
合
化学
成化学， 無機工業 化学，
金 属 工 学 科 40 金属材料 学， 金属加工学， 鉄冶金学， 非鉄冶金学
械 工 科 50 機 学 材料力 学， 機械 力学， 流体工学， 熱工 学， 動力熱工学
工 学 部
生 産 機 械 工 学 科 切削加工， 工業計i�IJ， 塑性加工， 制御機器40 
化 共寸以ー． 工 ー，＂－ナ' 科 40 反応工学， 拡散単位操作， 機械的単位操作， 輸送現象
電 子 工， 学 H 40 電
基礎
子
電
回
子
路
工
工
学
学
， 応用電子工学， 電子素子工学，
卦ノ、ニ 通 講 座 応用 物理学， 応用数学， 情報処理
｛コ:>. 1 ,195 
2. 入学 者 選抜方法等 並びに第2次の 学力検査実施教科・科目
別表 I・ IIのとおり
3. 学生募集要項（細目） の 発表
募集人員， 出願期日， 第2次の 学力検査等の 実施期日， 試験場等の 細目を記載し た学生募集要項は，
12月上旬頃に発表の 予定である。
4. 共通第l次学力試験及び第2次の 学力検査の 配点
教科等 区 分 l卦 きロZ口i 社会 数 学 理科 外国語 笑検 査技学部（学利・課ji',')
ゴk通第l次 100 100 100 人 文 三ー些ι－ 音JS 第 Z 次 250 
養小l学手進ff 二学校院l校教教教員員員
養
養養成成成
課
課
課��＇.� 共通第l次 200 200 200 第 2 次 200 200 教 が＇） fl{ 1t1学校ヨ教社員会養成一課r 共通第1次 200 200 200 千I 第 2 次 400 
子ー 学校教員養成課紅 共通第l次 200 200 200 
（ 数字， 理手
技
l，
術
家
専
庭
攻
， 第 2 次 400 
立日I\ 小3学t校印教 員L 養成課）
干v :tt通 第 1次 200 200 200 ( n木， 刻；i' 第 2 次保健体専攻
共第通第2
l次
次
100 100 1 00 �｝ 1斉 q・ 音日 300 
共通第l次 200 200 200 
理 数 学 科 第 2 次 400 
学 物 理 A一￥一 ．ー 科科
科
共通第1次 200 200 200 fじ 学
音E 生 物 戸十"- 第 2 次 200 地 f；� 科 会寸旦一， 科
共通第l次 200 200 200 ョ： 学 音日 第 2 次 200 
5. 第2次募集の 配点
学 部 ・ 学科
共 通 第 1 次学 力試 験
国 語 l 社 会 ｜ 数 学 ｜理科 ｜外国語
理 学 部物理学科 200点I 200点I 400点I 400点I 200点
100 100 
200 
200 200 
200 
200 200 
400 
200 200 
400 
200 200 
100 100 
300 
200 200 
200 200 
200 
200 2 00 
200 
第 2 次の
学 力 検査
200 
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小 計
500 
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1, 000 
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1,000 
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1,000 
400 
500 
300 
1,000 
400 
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1,000 
ム、
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400 
ぷE入J 
950 
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1 , 400 
1, 400 
1, 4 00 
800 
1, 400 
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1 , 400 
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1, 400.点
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別 表 I
昭和60年度富山大学
第 2 次 の 学力検査等 推 薦
選抜
方 法 等 実 技 検 査 等 2 段階選 抜
入学
検
定
査
員の 一部しについて，主出身資学料カ を免除 調査書をな
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科語
校。
1
専
教社
家
攻
員
庭
会
）
華1
成
数
技
課
字術程
，。 I 
守ー
膏E
中（音学楽
保
校，
健
教
体
美
員
育
術
養
専
，
成
攻
課
）
程
rゐ..... 士 j斉 A十且． 音E
一一
理
学
部
数
化
生
学 学
科
科
科
地 球
物
科
学 学
物
理 井十ι 科
工 学 部
第2次
の
査
学
す
力
検謀
を
る
実査
す
技
を
る
検
課
面 接
を行う
。 × × 
。 。 × 
。 × × 
× 。 × 
。 × × 
。 × × 
。 × × 
。 × × 
小
論文 す
を課
る
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
書
主
第
として， 調査
の
l
次
内容 学力と共試
通
験
の
成績階により
格
第
を
いその
1段 の 選A抜更等同
行
行
者必要にうつな
検
い
査
てに
を
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
第l段合階の 選者数抜
によ
る格
倍
対定
率
員すにるその他
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
× × 
検
第
し
杏2
次学
免通
力
す
力
除
第
l次l共学
課
を
試
験を る
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
第2次学
免通
力
除
力
第
検
し
査を
l次共
学
U
試
験
す
を
る
免除
× 
× 
× 
× 
。
× 
× 
× 
備 考 l. 調査 書に④標示を希望す る 。 （ 入学者選抜方法の研究資料 と し て利 用 す る た め 。 ）
2 .  経済学部 の推薦入学 に つ いては ， 高等学校 の 専門教育 を 主 と する 学科 （ い わ ゆ る 職業科 ）
を 昭和60年 3 月 卒業見込み者の 内 か ら 選抜す る 。 （推薦人 員 は ， l 高等学校に つ き 2 名 以 内
と す る 。 ）
な お， 小論文作成のため の 資料には， 英文が 含ま れ る 。
ま た， 推薦入学の不合格者は ， 一般の入学志願者として第 2 次 の 学力検査を 受け る こ と
- 6 
実
実査
す
技
る
を
検課
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
昭和田年7月1日発行 学 報 第248号
入学者選抜方法等
入 寸�一． 
校
長の推薦
疋
に基づき， 学
として判
す
る
技 検 査等
面接 小論文 す
を課 その他
を行う る
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
。 。 × 
× × × 
× × × 
× × × 
推薦入学
募
集人 員
（又は
比率）
× 
× 
× 
× 
15名
以内
× 
× 
× 
帰国子女， 社 会 人 の
ための 特 別 の 選 抜
帰 帰国
の
子募 杜 社募会人
国 の集貝女集
比
人 員fミ、
子 又は
比
人
（又は
率） 人 率）女
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × × × 
× × × × 
第 2 次 募
入学定 員の一部についてあ
次
らかじめこれを
留保し， これについて第 2
募
集を行う
第 2次
の学査
す
力
検
課
を
る
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
実 技検 査等
実
査す
技
を
検
課
面接 小
を
論
課
文 す
るを行う る
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
× × × 
募
第
員
2 次
は
集
比（率
人
又） 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
10名
× 
集
に
入学
生
欠
定
員
じ
等 員
が た
場
2
合
次
募にフ
集
第
を行
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
× 
ができ る 。 ただ し ， そ の ため に は ， あ ら かじめ ， 共 通 第 l 次 学 力 試験 を 受験 し て お くこ と 。
詳細に つ い て は ， 1 2 月 上旬頃 発表予定の学生募集要項を 参照の こ と 。
3. 理学部物理学科の 第 2 次募集では， 第 2 次 の 学力検査 は 行 わ ず， 共 通 第 1 次 学 力 試験，
調査書 及び健康診断 を 総合 し て判定す る 。
｛荷 考
（下記参照）
- 7 一
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別 表 II
昭和60年度富山大学入学者選
学部
課
（ 学
程
科
） 名
・ 教 育 学 部
小
養
学
成
校
課
教
程
員 中 学校教 員 中 学校教 員 中学校教員
養 成 課 程 養 成 課 程 養 成 課 程
人 文 学 部 養
員
護
養
学
成
校
課程
教 経 済 学 部（ 国 語， 社 （ 数学 ， 理 （音 楽， 美
会， 英 語専 科 ， 家庭， 術， 保健体
科 幼
養
稚
成
園
課
教
程員目 攻） 技術専攻） 育専攻）数等
出題 受
科
数
験
目
出題 受科
験
目
出題
科
受
数
験
目
出題
科
受
数
験
目
出題 受
科
数
験
目
出題 受
数
科
験
目出題教科 ・ 科目 名 科目 科目 数 科目 科目 科 目 科 目
国 語 I 。 。 。
国 語 2 2 
国 語 II 。 。 。 又
3 lま
代数 ・ 幾何 。 。 。
基礎解 析 。 。 。
数 学
三
国
ロ五ロ
2 2 教
科微 分 ・ 積 分 r一、 ，－、2 2 
確率 ・ 統 計 数
Aナiゐ
教
科 教科
数
寸且zー． 
物 理
呈口
国
五口
（ lま
圭
外
国
五
数
主寸且A． 
2 
化 学 科
目理 科
量
外
国
五
生 物 ） 外
呈
国
ロ五ロ
グ〉
国
三ロ
外
五ロ
地 持寸＇： ちっ ） ） 
英 量ロ五 II 。 。 。 。 。 }i 英 語 II B 。 。 。 。 。
lま
選
教
科
択を
力、 カ主 2 
ドイ ツ語 。 2 ら ら 。
外 国語 そ 1 1 
朝 鮮 三ロ五 。 の
選
教
科
択を
教
科
選択を中 国 三ロ五口 。 他は
1 
ロ シ ア 語 。
芸 術 音 楽 実 技 。 。 1 r一一’ーー、
保 健 美術 実 技 。 1 。 話望弓攻示事 事。目1 斗コ
体 育 体 育 実 技 。 。
、一一�
A 口 計 8 4又は3 9 3 4 2 4 2 1 1 5 2又はl
、司ノ
ロ王
一丁
壬TJ，ー 課を 成査
。養可
検
す員も
力
示教れ
現。
を園ず
表る
目稚
い
とす
科幼悠
ト査攻
択ぴ
鍵
ス検専
。
選及
・
テて育る
は程
奏絞曲
ジい体す
O課
演・歌
一つ健表
成曲管の
囲メに保発
を養
由’
で
範イ能ぴで
目員
自くま
のな技及項
科教
る除度査で単動術要
い校
よを程検ま簡運美集
な
学に器Iカ度かび
’募
ら護
唱楽楽能程は及楽生
な答養歌和音楽のの力立日学ば内
’ははは立田I査能のの
れの程又器唱 楽検動程定け査課器楽歌易立自力運諜予な検成楽
筒写
礎成表
し技養
描基養発
験実員①
②員
頃
受の教
教句
ず部校楽
術育校上
必学学
学月
は育小立日
美体中口
。教
1iη乙
’An4 考備
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抜学力検査実施教科・科目
理 己寸主ー． 音日
数学科 物理学科 化 学科 生物学科
出題 受
科
数
験
目
出題 受
科
験目 出題 受科
数
験
目
出題 受
数
科
験
目
や｜目 科目 数科目 科目
トー－ー一一一
。 。 。 。
一 一 一
。 。 。 。
品同・子
地球科学科
出題 受
科
数
験
目
科目
トー一一『ーーーー一
。
一
。
報
工
電気工学科
機械工学科
学
生産機械工
科
電子工学科
出題 受
科
数
験
目
科目
。
。
t寸zー． 音E
金属工学科
工業化学科
化学工学科
出題 受
科
験
目
出題
数
受
科
験
目
科目数科目
ー 一
［、、
。 。
一
。 。
4 ト一一一一一一一一一 2 ト一一一一一一一ー一 2 トーーーーーーーー『 2 ト－ー一ーーーーー 2 一 2 2 ト一一ーーーーー』ー 2 < 
。
ドーー
。
一
一
一
一
一
一
4 4 
一 一 一 トーー一一一一ーー一
。 。 。 。 。
トーーーーーー一一一 》一ーーーーーーー一
。 。 。 。 。
1 一 1 1 1 一 1 一 1 1 
。
一 一 一 一
。
一 一
一 ー 一 一
一 トーーーーーーーー ドーーーーーーーーー 一
一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一
一 t-ーー一ーーー 一 一 一 一
3 3 3 3 5 3 5 3 3 3 3 3 4 3 
3. 第2志望の選択
(1）教育学部志願者に つ いて
第l志望の受験科目（実技検査 を 除 く）が， 他の課程又は専攻の指定す る 科目と同じ で
ある場合のみ第2志望 を認める。
ただし， 中 学校教員 養成課程 を 第l志望とす る者は， 小学校， 養護学校及 び幼稚園教員
養成課程 を 第2志望とす ることが でき な い。
(2）工学部志願者について
ア． 「化学j で受験す る者に は， 工業化学科， 金属工学科及 び化学工学科の3学科聞 での
み第2志望 を認め る 。
イ． 「物理」 で受験す る 者に は， 工業化学科 を 除 く6学科に わたり第2志望 を認め る 。
I、
レ〆
第248号
摘 要
同 一 試験時 間内に
解答さ せ る 。
同 一 試験時 間 内 に
解答さ せ る 。
同 一 試験時間 内 に
解答さ せ る 。
同 一試験 時 間 内 に
解 答させ る 。
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人 事 異 動
異動区分 ｜ 発令年 月 日 ｜ 氏 名 ｜ 異動 前 の所属官職 ｜ 異 動 内 容 ｜ 任命権者
退 職 I 59 . 7 .  1 I 本 田 善 彦 ｜ 事務補佐員（附属図書館） ｜ 昭和畔6月30日限り退職した｜富山大学長
II 1藤 木 浦三郎 ｜ II ( II ) I II I II 
学 内 諸 報
海 外 渡 航 者
渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 問
リ ス ク 理論の調査研究 及 び第 59 . 6 .  21  
海 外研修旅行 経済学部 助 教授 武井 勲 ア メ リ カ 合衆国 77回B OM A イ ン タ ナ シ ョナ
ル 年次総会出席の ため 59 . 7 .  3 
連 合王国
ド イツ連邦 共和国 触媒国際会議討論並 び に研究 5 9 . 6 .  24 
II 理 学 部 教 授 松浦 郁也 ポ ル ト ガ ル 討論 （於ルーパ ン 大 学 ） を 行
ベ ル ギー うため 59 . 8 .  25 
オ ラ ン ダ
昭和59年度富山大学公開講座（その1 ) 
一一一健康・ スポーツ教室一一ー
戦後の機械 文 明の 著 し い発達は ， 我々から身体活動
の 機会 を 徐 々 に 減少 さ せ た 。 そ し て ， 国 民 の 多 く は 日
常生活の 中 で運動不足を 感 じ ， 体力不足 を 痛感して い
る 。 こ の よ うな 社会背景 を 反映 し て ， 今 日 国民 の健康 ・
体力に 対す る 関心は 急激に 高 ま り， テニス ブーム， ラ
ン ニン グブームな ど と ス ポー ツ 熱も隆盛 を き わ め て い
る 。
しか し ， 本来健康 を 目 的 と す る はずの運動が， そ の
正しい科学 的知識 と ト レ ーニン グ方法 を 身に つ け て い
な いがため に 故障や疾病 を f郎、て い る こ と も事実 であ
る 。 こ の 講座 は ， 運動不足に な り が ち な 婦 人 及 び 中 ・
高年者 を 対 象 に ， 硬式 テ ニス ， 体操及 び ジ ョ ギン グの
3 コー ス を 設 け， 健康の 維持 ・ 向 上の ため の専門 的知
識 及 び ト レ ーニン グ方法 を 学習す る こ と を 目 的 と す る 。
（講座の名称）
（開設期間）
健康 ・ ス ポー ツ教室
硬式テニス コー ス l
i… 昭和59年 8 月 23 日休）～ 9 月 l B出の う ち 次 記 日 程の 8日間
体操 コ ー ス l
ジ ョ ギン グ コー ス … 昭和田年 9 月 10 日 （月）～ 9 月 29 日 仕）のう ち 次 記 日 程 の 10 日 間
ハU
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（開設コース・募集人員・受講対象等）
学 報 第248号
開設コース名 募集人員 受講対象 者 f蒲 考
硬式テニスコース 40名 初めてラケットを持つ婦人初心者 アニスシューズとボール2ケ持参， ラケットは貸出可
体 操 コ ー ス 20名 中・高年齢 の男女 日頃運動をする機会のない中・高齢者
ジョキ、ングコース 20名 一般男女
（日程・ 開講時間）・・・………O印は2 時間， 00印は4時聞の講座となります 。
8 /23肘 24幽 25出 27（月） 28（火） 29�付 31幽 9/1出 計
硬式テニスコース 1 00 。 。 。 。 。 。 。 。 20時間
体 操 コ ー ス l oo 。 。 。 。 。 。 。 。 2竺里」
9 /10（月） 12�］＼） 14樹 16（日） 18（火） 20（村 22出 25（火） 27附 29出 計
ジョギンクコース ｜ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 20時間
（注）硬式テニ ス及ぴ体操コー ス は午前9時 か ら， ジ ョギングコース は午前6時（初日のみ午前9時）か ら 開講します。
（会 場） 富山大学教育学部 第3棟
第16講義室（初日の集合場所）
富山大学 体育館・ グラウンド・テニス
コート（ジョギングは校外で行うこと
もあります。）
（受 講料 ） 3,000円（講習料 の分納はできません。
なお， 既納 の講習料 は還付しません。）
なお， 他に実費を徴収することもあり
ます。
（申込期間） 昭和59年7月28日～8月16日（ ただし
ジョギングコースは9/3まで受付）
（申込み・問合せ先） 富山市五福3190
富山大学庶務部庶務課まで
Tel 41-1271 （内線205, 20 6) 
（講師及び講座内容）
同更式テニスコース｜教 育学部助教授 山 下 三 郎
教養部助教授 北 村 潔 和
体力診断及び 体力増進法， ストロボ等による技術診
断， 実技では各種ストローク， サーブ， ボレー， ス
マッシュ等の基礎技術とゲーム の進め方
i体 欄教育学部教授 河 野 信 弘
関節 の動 きをよくする体操， 内臓 の働きをよくする
体操， 体力をつけるため の 体操， 姿勢を正しくする
体操， 自分で できるマッサージ法など健康生活を保
つために 体操を利用する方法
｜ジョギング｜教育学部教授 山 地 啓 司
ウォーミングアップの方法， トレーニング方法 とス
ケジュールの作り方， 走り方， コース の選定法， シュー
ズ の選び方， レースへの参加と準備 の進め方など
工学部の移転について
工学部 校舎新営第1期工事が竣工し， 第1期 の移転
を昭和59年8月2 日から実施することとなった。
第1期には金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学
科及び共通講座 のほか， 事務部 各係の一部が移転を行
つ。
なお， 事務部は第2 期移転完了時まで高岡地区及び
五福地区 の両地区で事務を執り行うこととなる。 また
後学期 の授業はIO月22日から両地区で開始される。
司BA
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シリーズ「富山大学， あの日あの頃」（1 0)
〈富山， 第二の故郷〉
私が， 富 山 大学経済 学部に奉職 し ま し た の は 昭和3 4
年 で， 57年 4 月 に 定年退官 し ま し た の で， 在職期 間 は
23 年間ほ ど です 。 多くの教職員 の 方 々 からみ れ ば， け
っ し て 永 い 期 間 で は な い でしょうが， 私の 人 生に と っ
て は ， も っ と も 永 い 職場 で し た し， 富 山 市 は ， も っ と
も 永 い 在住の土地 と い うこ と に な り ま す。 富 山市に は
墳墓 こ そ あ り ま せ ん が， 私 に と って は ， 故郷 も 同然な
の です。 職場 と 住居 を転々 と し た の は ， べ つ に 移 り 気
だ っ た か らでは な し 戦争 と い う巨大な 歯車に 牽 引 さ
れ る ま ま にな らざ る を 得 な か っ た し ， 戦後は， 経済社 会
の 混乱の渦潮の 流れ に ， つ ね に 受動的だ っ た せ い で も
あ り ま す。
私が富 山 大学に奉職 し た 昭和3 4年ごろは， 学 園 の な
か は 静かで＼経 済学部 と 専攻科 ・併設短 大 と 授 業 は 過
密でした が， そ れ で も ， かな り 研 究に打ち込む こ と が
で き ま した 。 しか し ， そ れ も 束の 間 で， 数年後 の 昭和
4 1年ごろからは ， 経済学部の 内 紛が起こ り ， つづく 数
年 間 は ， 全学 園 の 紛争の 火 の 粉 を あびて ， 教育と研究
は ， 焼け焦げ た ぼろ ぎれ の よ うに ， そ の 機能 を十分に
果 た し 得 ま せん でした。
「 人 聞 のほん ね と い う も の は ， ふ だん は潜在 的 で よ
くわからな い も の だが， 異常事態にな る と顕現す る り
と ， よ くい わ れ ま す が， 学 園 紛争の さ な かの こ と 。 経
済 学部の学生諸君が， 民主化運動 のーっ と して ， 教授
会 団交 を 求め た の で， そ れ を 受け 入れ て ， 教授会の構
成 員 である 教官が壇上で椅子に腰かけ て ， 学生諸君 と
の 団体交渉 に 応 じ て い た と き の こ と です。 激昂 し た 学
生 の ひ と り が， 野崎富作先生 （ 昭和57年 1 月 逝去） の
腰のあた り を 足げ り にし た そ うです （ 学生は そ の 事実
を否定 し ま した が ） 。 事実 の有 無 は べつ と して ， 先生 は ，
そ れ以降の 団交に は ，
「一切出席 し な い り
と ， 言 い つ づけ られ ま した 。 教授会の構成 員 が 出 席 を
拒め ば， 学生が い う教授会団交は 成立 し な くな る の で
す 。 ゆれ動く学 園 の 嵐の な かで， 強い信念 を も っ て ，
ひ と り だ け で自己の意思 を 貫ぬ き とお すには 勇気 が い
る こ とで す。
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「 学 園 紛争は ， 教官 と 学生 と の精神構造に ， あ る 種
の変革 を も たらし た こ と は ， 確かの よ うです。 ノーベ
ル賞受賞の経済学者 で， 有 名 な テ ィ ン パー ゲ ン は ， 福
祉社 会 を 実 現す る た め の要 因 と して ， 生産の増加， 公
正 な 分配， 自由 ， 平和， 社会環境の五つ を あげて い ま
す が， 私 の 専門は 原価計算論で， い わ ゆ る 製造工業の
会計学と で も い うべ き も の です から， つ い生産効率の
問 題 に 重点 を お き がちに な り ま す。 こ れが， テ ィ ン パ
ー ゲ ン の い う第ー の 福祉要因に も 大 い に 関連 し て い る
の です。 と こ ろが， あ る ゼ ミ ナ－Iレの 授業の と き で す。
ひ と り の 学生から，
「先生 は ， 生産性の向上 と よ くい い ま す が， 働 く 人
た ちに生産の増大 を 説くの は ， 薄給 で生活が楽でな い
からで， じ ぶん の暮らし を 豊かに す る た め です 。 」
と い う反論が飛び出した のには ， 私 は ， 失望 を 禁 じ 得 ま
せ ん でし た 。 ふ だ ん は 真面 白 で， お と な しし よ く勉
強す る 学生 であ っ た だ け に， な お さらの こ と です。
しか し ， 学生の思考 は ， さ ま ざ ま で， 多くの学生の
な かには ，
「今の社 会 に は ， け っ し て 満足 し て い る わ け ではあ
り ま せん が， も と も と 人 間 と い う も の は ， 程度の差こ
そ あれ， 不完全な も の ばか り です。 こ の不完全な 同類
が， ど ん な に 多く集 ま っ た と こ ろ で， 完全な も の にな
る は ずは あ り ま せ ん 。 三角形の も の を ， ど ん な に 多く
集 め て 工夫を凝らして も 円形 に は な り ま せ ん。 で き る
だ け 円形にな る よ うに努力 す る こ と は いうま で も あ り
ま せ ん がね。 丸 い 理想社 会は ， 幻想 です。 じ ぶん の家
は 貧乏で、， な ん に も あ り ま せ ん が， 健康 に 恵 ま れ ， ま
あ ま あ の知能の じ ぷん を 生ん でくれ た 両親には 感謝 し
て い ま すd と ， お と な じ み た 達言 を吐い た も の も い ま
し た 。 わ が身 も 反省せざ る を 得 な い ほ ど で し た 。
学 園 紛争が峠 を 越した かにみえた 昭和48年 5 月 に ，
私 は ， 学生部長併任 と な り ， 後藤先生， 林先生， 柳 田
先生 の秀抜 な 三 人 の 学長先生 の 良 き ご指導， ご教示に
恵 ま れ た こ と は ， 私 に と って 最大 の 幸 わ せ でした 。 さ
らに 学生部 を 媒体 と して ， 敬仰す べ き 多くの教職員の
方々に も めぐ り 会 う好機 を 得 た こ と は， 私には 何物に
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も かえ難い貴重な も の と な っ てい ま す。
あのB， あの頃の こ と ， あの 人， こ の人 と の出会 い
は ， 万巻の紙葉 を も っ てしで も 表現し蓋くし得な い ほ
ど です 。 遠く過 ぎ去っ た こ と は ， 時間 と 空聞のベー ル
に 蔽わ れて美しくみえ る も のです 。 と き ど き 想 い出し
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〈ウッズ・ホールと海洋生物学研究所〉
マサチ ュ ー セ ッ ツ の州都ボ ス ト ン から， 高速道路 を
時速 6 0～70マイルで走 る と ， 約2 時間 で コ ッ ド岬の南
端にあ る 町， ウ ッ ズ・ホー ル に 着く。 沖に は メ ルヴイ
ルの 「白鯨」で お 馴染みのナ ン タ ケ ッ ト ， マーサス ・
ヴ ィ ン ヤー ド ， ノー シ ャ ン な どの島々が大西洋の荒波
に 対す る 防波堤の様 に 並 ん で い る のが 見え る 。 この町
に は ， 私が研究 に 従事した 海洋生物学研究所 を 始 め と
し て， 海洋学研究所， 政府直属の漁業研究所， 地質調
資所 な ど世界で も 有 数の研究所がある 。 こ れらの研究
所 を 取 り 囲 む様 に ， ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド 特有の美しい
住居が， きわやかな 緑の中に 点在して い る 。 他 に 目立
っ た と こ ろ では ， 沿岸警備隊の基地， 上記島々へのフ
ェリー ボ ー ト の発 着 場 及 び ボ ス ト ン 行のボナ ン ザ ・
バ ス の始 発 停留所があ る 。 銀行 l ， 郵便局l， 本屋1 ' 
ドラ ッ グス ト アI， 食料品店I， 酒屋上 酒場2 ， レ
ス ト ラ ン 1 （ 夏期 は 6 ） ， ウ ッ ズ・ホー ルは 研究所関
係者と夏期 観光客 で支えられ てい る 小き な 町 である 。
ウ ッ ズ ・ ホー ル海洋生 物学研究所の創 立 は 1888年，
その源は 1873 年 に始 ま っ た 博物学の夏期学校 に あ る と
言う。 様々 な 団体 ・ 個 人 に よ る 援助 と 研究者が獲得す
る 科学研究費 に よ り ， この研究所は 運営されてい る 。
一年 を 通 じ て稼働してい る 研 究室 は 約20あ り ， お よ そ
2 00人の研究 者・職 員 が働 い てい る 。 一方 ， こ の研 究
所 を 流動的に利用す る 研究者 ・ 学生の 数は ， 年間1 000
人 を 優に越え る そ う であ る 。 正 に 生 物学界 を リー ド し
てい る 研究所の一つ な の であ る 。 こ こ で は ， 研 究 者 は
雑用 に 捕らわ れ る こ と が少 な し よ り 研究 に 専念で き
る 。 ゴ ミ は 毎朝職員 が片付け に 来てくれ， 必要があれ
ば掃除 も しても らえる 。 蒸留水は， 朝 電 話 で頼めば畳
に は 持っ て来て も らえ， 日 常 よ く使 用 す る 薬品 ・器具・
文具な ど は 地下の売店に行 け ば簡単 に 入手でき る 。
論文に 必要 な 図・写真は ， フォ ト ・ ラ ボへ依頼 す れ ば
理学部助 手 中 村 省 吾
非 常 に 美しい仕上 り で返っ てく る 。 そ の他 に ， 専 任の
職 員 がい る 工作室， コピ ー 室， 郵便室， 機器室 などが
研究所 内 に 設けられてい る 。 そ して， 会 議の類 は 極端
に 少 な い 。
こ の研究所の研究室 を 使 用 す る た め に は， 非常 に 高
い室料 を 払 わ ね ば な ら な い 。 部屋一つ を 借 り る の に ，
人間2 人 が雇え る 位の金額が必要で、あ る 。 従っ て， 十
分 な 科学研究費 を 獲得 で き る 実力のあ る 研究 者 で な け
れば， こ こ での研究 は 続けられ な いの である 。 あ る 研
究 者 は ， 「 こ こ では ， 各研究者が自身で研究費 を 取 っ
てく る の で， 他の大学 な ど で見られ る 研 究予 算や地位
獲得のた めの研究者聞の政争が無く， ま た 個々の研究
者 も 人間的に 良いので， 大 変気持ち良く研究生活が送
れ る 」 と語 っ てい た 。 実 際， 研究上 で困っ た 問題が生
じ れ は ．’ よ り 詳しい研究者の部屋へ飛び込めば， 快〈
教えて も らえ た し， 特殊 な実験機器・薬品 な ど も 気安
く貸して も らえた。
こ の研 究所 で は ， 研究材料 を 採集 ・ 飼育保存す る 設
備 も 持っ てお り （ 大型船2 隻 と 飼育 棟 ） ， 2 00種類以
上の海洋生物が供給可能だ そうだ。 沖に は ， 巨大 な 暖
流 （ 湾流 ） と 寒流 （ ラ ブ ラ ドル海流 ） がぶつか る プ ラ
ン ク ト ン の豊富 な 海域 を 持ち， ま た 変化に 富 ん だ 海岸
線が研究所周 辺 に 多 数あ る からだろう。 こ こ の研究材
料で有名 な 生物と し て， カ ブ ト カ 。ニ と イ カ があ る 。 生
き た 化石 と 言 わ れ る カ ブ ト カ、、ニは ， その血液中に ， あ
る 種のバク テリアの毒素 を 検出す る こ とが で き る 因子
を 持ち， その因子の分離 ・ 精製が一つの医薬産 業 に な
り つつ あ る 。 ま た ， イ カ は ， その巨大神経繊 維が神経
生 物学の格好の材料 と な る こ と から使用頻度が高く，
別 名 ウ ッズ・ホー ル ・ イ カ と 呼は 、れてい る 。
夏， 6月 から 9 月 ま でが， こ の研究所の最 も 活 気 に
溢れ る 季節であ る 。 発 生生物学， 細 胞 生 理学， 神 経生
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物学， 微生物学， 寄 生 虫 学， 海洋 生態学な ど の 夏期 講
座が聞か れ， そ れ に ア メ リ カ 国 内 だ け で な く 世界各国
か ら 選 り す ぐ ら れ た 研究者， 学生が参加す る の で あ る 。
ま た ， 気候が合 わ な し ＼ 材料が入手 で き な い な ど の 理
由 で 冬期 を 避け て ， 夏期 だ け こ こ で研究生活 を 送 る こ
と を 恒 例 に し て い る 研究者や そ の 家族達 も 集 ま っ て く
る 。 こ う し て ， 研究所の 3 つ の 研究棟は 研究者 ・ 学 生
で一杯に な り ， 研究 ・ 講義 ・ 講演 ・ 討論 な ど で， 毎夜
遅 く ま で室 内灯が憧 々 と 灯 る よ う に な る 。 そ し て ， 食
堂 ・ 宿 泊 所 を 中 心 に 研 究 者 ・ 学生 ・ そ の 家族に よ っ て
一大社 交場 も 形 成 さ れ る の であ る 。 こ の期 間 ， 毎週金
曜 日 の 夜 に は ， ノ ー ベ ル 賞受賞者や そ れ に 匹敵す る 様
な 研究者達に よ り ， 心理学か ら 分 子生物学 ま での 様 々
な 分 野に つ い て 講演が行 わ れ る 。 研究者 ・ 学生 だ け で
な く ， 近隣に 避 暑 に 来 て い る 金持連 中 （ 研究所の ス ポ
ン サ ー ） も ， こ の 講 演 の 聴衆 と な る の で あ る 。 講 演 の
後 に は ワ イ ン ・ パー テ ィ があ り ， 無名 の 学生 も 一 流の
研 究 者 と 気安 く 話せ る 場が提供 さ れ る 。 こ の研究所に
は ， 24時 間聞か れ た 図書館があ る 。 新 旧 の生物学 関 係
の 科学誌 を 豊富 に 揃 え た （約 四万巻 ） 世 界 で も 有数の
図 書館 で， 総説 ・ 学 術書 ・ 論文 な ど を ま と め る た め に ，
こ の 時期 こ こ の 図書 だ け を 利 用 し に 来 る 研究者 も 多 く ，
書庫に は ， そ の 様 な 閲覧者専用 の 机 も 多 数 用 意 さ れ て
い る 。 こ れ ら の 夏期滞在者 達 は ， 研究の合聞 に ビ ー チ
での水泳， ヨ ッ ト ・ モ ー タ ー ボー ト ・ カ ヌ ー な ど に よ
る 海上散歩， 各種パー テ ィ ， 研究所主催 の ボー ト レ ー
ス や マ ラ ソ ン レ ー ス ， 室 内 楽演奏会 な ど 広範聞 に ， ま
た 上手 に 楽 し ん でい た 。
9 月 の レ イ パ ー ・ デ ィ （ 労働者の 日 ） を 過 ぎ る と ，
研 究者や学生の 多 く がそ れ ぞれ の 大 学へ 引 き 上げ， 研
究所は翌年 の 夏 ま で落 ち 着 い た 雰 囲 気 に な る 。 た だ，
研究所 周 辺 の 波 止場や海上は ， 10月 末 ま でブルー フ ィ
ッ シ ュ を 釣 る 人 々 で賑 わ つ の で あ る 。 小は 30セ ン チ か
ら 大は 2 メ ー ト ノレ近 い の ま で， ルアー の 選択さえ良け
れ ば誰 に で も 釣 れ， 引 き も 強 〈 非 常 に 面白 い 釣 り であ
る 。 こ の時 期 の 朝 ， 研究所 では 前 日 の 成 果 が コ ー ヒ ー
を 欽み な が ら の 話題 と な る の であ る 。
私は ， 昨年 7 月 か ら 1 1 ヶ 月 間， こ の 研究所 で ク シ ク
ラ ゲの幼生 を 主 な 材料 と し て ， 繊毛の運動機構に つ い
て 研 究 を し て き た 。 私の使用 し た ク シ ク ラ ゲは ， 比較
的透 明 な 体 を 有 し ， 夜 は 黄緑色 の 後光を 発 し な が ら ，
ま た 量は 太陽の光 を 反射して虹 色に 輝 き な が ら ， ゆっ
く り と海中 を 泳 ぐ 美しい生物であ る 。 雌雄同体 で幼生
も 得易い 。 ク シ ク ラ ゲは ， 分類学上 ク ラ ゲに 非常 に 近
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い 生物で、 あ る が， い く つか の相違点があ る 。 そ の 中 の
ーっ と し て ， ク ラ ゲは 筋 肉 を 使 っ て そ の傘状 の 体 を 開
閉 す る こ と に よ っ て 行動す る が， ク シ ク ラ ゲ は そ の体
表 に 八列並ん だ， く し 板 と 呼ば れ る 繊毛群の 運動 に よ
っ て 行動 す る こ と が あ げ ら れ る 。 ク シ ク ラ ゲは ， 前進
（ 口 の方 向 ） し て い た も の が環境 の 変 化 に よ っ て 後退
す る こ と が あ る 。 そ れ は ， く し 板繊毛群が通常動 く 方
向 と は 逆方 向 に 動 く こ と に よ っ て 起 こ る 。 こ の繊 毛群
の動 く 方 向 の 変換が， ど の 様 な 要 因 に よ っ て 引 き 起 こ
さ れ る か を 調べ る こ と が私の研究テー マ であ っ た 。 幸
い， そ の 要 因 が カ ル シ ウ ム イ オ ン であ る こ と が証明 で
き ， 研究所主催 の 学 会 で発表す る こ と が で き た 。
水平線に 沈む夕 日 に 向 っ て飛 び立つ カ ナ 夕、雁 の群れ。
ハ ロ ウ ィ ー ン の 夜 ， 家 々 の 窓か ら こ ぼれ 出 た 光の 中 で
戯れ る 仮装した 子供達。 ハ ヌ カ ー を 祝 う 窓辺のろうそ
く の灯。 霧 の 中 で， に じ ん だ様 に 光 る 船舶 の ク リ ス マ
ス 装飾燈。 今 も ， 印象深 い光景が時々 頭 を 過 ぎ る 。 ア メ
リ カ ， カ ナ ダ， ド イ ツ ， ハ ン ガ リ 一 ， フ ィ リ ピ ン ， 韓
国， 日 本， 様 々 な 国 の 人 々 に 支え ら れ て， 楽し く も 有
意義な研究生活が送れ た 。
砂 筆者 は ， 文部省 長 期 在 外研究員 （ 乙種 ） と し て ，
昭 和 58年 6 月 30 日 か ら 昭和59年 5 月 3 1 日 ま で 1 1か
月 間 真核生物の繊毛 ・ 鞭毛運動機構の研究の た め，
ア メ リ カ 合衆国へ外国 出 張 き れ ま し た の で， 特に
寄稿 を 御依頼 し た も の です 。
A－ 唱’A
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富山相銀奨学育英財団及び田村科学
技術振興財団 か らの助成金について
こ の た び， 富 山 相銀奨学育英財団 の研究活 動 助 成 金
及 び 田 村科学技術振興財団 の 研 究助 成金及び、招 へ い 助
O 富 山相 銀奨学育英財団
成金 と し て ， 本学関係 では 次 の と お り 採択 さ れ 各研究
者 に 贈呈 さ れ ま し た 。
十..,,_ 音日 職 氏 名 石汗 3t 題 目 助 成 金
人文学部 教 授 梶 井 F歩
明 治期 以 降 に お け る 日 朝両 国 間 の 言語並びに 文学の相互交 50万 円
渉一一ー特 に 朝鮮側 の 日 本文学研究 に つ い て
理 学 部 助 教授 尾 島 十 郎 新規大環状共役化合物の合成 II 
0 田 村科学技術振興財 団
（ 研究 の 部 ）
十A主ゐ 部 職 氏 名 研 究 題 目 助 成 金
理 学 部 教 授 後 藤 克 己 環境水 中 の 超微量有害成分の 濃縮 と 定量 に 関 す る 研究 50万 円
工 学 部 If 八 木 寛 無脊椎動物の感覚 ・ 神経
シ ス テ ム の解析 と 知能 ロ ボ ッ ト へ 100万円の 応 用
（ 招 へ い の 部 ）
氏（ 所属機関等名） 受入 れ 担 当 教官 研 J'.E 題 目 助 成 金
（遼
仲
中 華
寧大
人
学
民
玉
共
・
和
講
林
国
師） 宮
工学
下
部 ・
和
教授維 半導体材料表面 50万 円
職 員 消 息
〈住所変更〉
人文学部
助 教 授 北村 純一
教 養 部
助 教 授 高安 和 子
FD 
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主 要 行 事
本 部
6 月 1 日 保健管理セ ン タ ー 運営委員 会
4 日 北 陸地区 国立学校事務電算 化協 議 会 の 昭 和
59年度 第 l 固 定例協議会
国立大学入学者選抜研究連絡協 議 会 中 部地
区協議会 （ 於 愛知 県産業貿 易 館 ）
5 ～ 6 日 昭和59年度 国 立 学 校 及 び所轄機関等庶務部
課長 会議 （ 於 東 京 医科歯科大 学 ）
5 ～ 7 日 国 立 大学 入学者選抜研究連絡協議会 第 5 回
大会 （ 於 愛知 県産業貿 易 館 ）
8 日 国大協 第 3 常 置 委 員 会 （ 於 国 大協 ）
文部省北陸地区 共 同 事業体育 大 会 の 打合せ
会 （ 於 福井医科大学 ）
昭和59年度東 海 ・ 北 陸地 区 国 立 大学学生部
長 会議 （ 於 名 古 屋大学）
1 1 日 会計係 長 会議
1 1 ～ 12 日 昭和59年度国 立大学施設担 当 部課長会議
（於 東京医科歯科大学）
1 2 日 当 初予算配分 に 係 る 事前 説 明 会
第 1 回 富 山 大学施設整備委員 会
昭和59年度 第 2 回 入学試験管理委員 会
13 日 部課 長 会議
1 5 日 第 1 回 大学院委 員 会
第 3 回評議会
第 2 回学寮補導委 員 会
1 7 日 名 誉教授 の 会例 会 （ 於 海老亭本館 ）
1 8 日 事務電算化委員 会
19 日 情報処理セ ン タ ー 設置準備委 員 会
1 9 ～ 20 日 第74 回 国 大協 総会 （ 於 国 立教育会館 ）
21 日 国 立 大学長会議 （ 於 国 立教 育 会館 ）
22 日 第41 回事務連絡会議 （於 国 立教 育 会館 ）
北 陸地区 国 立 大 学 人 事担 当 者 会議
第43 回構内 交 通対策委員 会
23 日 学生会館暗室使用 説 明 会
2 5 ～ 26 日 X 線直接撮影
28 日 部課長 会議
中部地区安全担 当 者 会議
（ 於 人事院中 部事務局 ）
29 日 第 1 回 国際交 流委員 会
第34 回 北陸三 県 大学学生交歓芸 術祭運営委
員 会 （ 於 金沢大学）
第 1 回 富 山 大学教務委 員 会
人 文 学 部
6 月 6 日 教授会
13 日 学部教務 委 員 会
学部補導委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
23 日 教授会
大学院設置推進 委 員 会
27 日 2 年次 学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
（ 第 1 日 ）
29 日 2 年次 学生 コ ー ス 別 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
（ 第 2 日 ）
30 日 中 華 人 民共和 国遼寧大学助教授
孫 文良 氏 講演 会
6 月 6 日 学部教務委 員 会
附属幼稚園教育 研 究協議会
8 日 学部補 導委員 会
日 本教育大学協 会 第 二部会幼 児教育部門
会 （ 於 岡 山 市 ）
内 科検診
1 2 日 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会
1 3 日 附 属 中 学校教育研究協議会
20 日 学部教務委員 会
教授会
人事教授会
28- 29 日 日 本 教育大学協 会北陸地区評議員 会
氏U
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（ 於 上越教育大 学 ）
29 ～ 30 日 全 国 国 公立 幼 稚 園 長 会総会 及 び研究大会
（ 於 広 島 市 ）
経 済 学 部 i
6 月 6 日 定期健康診断 （ 内 科検 診 ）
7 ～ 8 日 昭 和 59年度春季 国 立 1 1大学経済 ・ 経営学部
長 及 び事務 長 会 議 （ 於 香 川 大 学 ）
1 1 日 学部補導委員 会 （ 持 ち 回 り ）
1 3 臼 教授会
20 日 日 本海経済研究所運営委員 会
財務委員 会
26 日 財務委員 会
各種委 員 選 考委 員 会
27 日 学部教務 委 員 会
人事教授 全
日 本海経済研究所所員 会議
教技 会
理 学 部
6 月 27 日 学部教務委員 会
工 学 部
6 }j 
1 ～ 2 日 第22 匝l 中 部 圏 国 立大学工学 系事務協議会
（ 於 福井大学 ）
6 日 北 陸信越工業教育 協会富 山 県 支部幹事会
定期健康診断 （ 内科検診 ・ 女子 ）
8 日 事務連絡会
9 ～ 10 日 仰j証寮祭
1 3 日 定期健康診断 （ 内科検診 ）
18 日 図書委員 会
19 日 事務連絡 会
20 日 定期健康診断 （ 内科検 診 ）
25 日 事務連絡会
図 書委員 会
2 7 日 北陸信越工学部長懇談 会
（於 長野県戸倉町）
27 ～ 28 日 北陸信越工業教育協 会理事会 ・ 評議 員 会 及
報 第248号
び通常総会 （ 於 長 野 県 戸 倉町 ）
29 日 学部教務委員 会
教 養 音E
6 月 8 日 講演会
演 題 ： ミ ヤ コ グサ の種生物学
講 師 ： W . F . グ ラ ン ト 氏
（ カナ ダ， マ ツ ギル大学教授 ）
1 3 日 定期健康診断 （ 内 科 検 診 ）
20 日 予算委 員 会
教務委 員 会
27 日 特昇 そ の他給 与 に 関 す る 委員 会
教授会
附 属 図 書 館
6 月 7 日 第 1 回 附属 図書館電算化委 員 会
電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ 打合せ
1 4 日 向 上
14～ 1 5 日 第31 回 国 立大学図 書館協議 会総会
（ 於 松 山 市 ）
1 5 日 定期健康診断 （ 内科検診， 尿， 血圧 測 定 ）
2 1 日 電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合せ
26 日 第 3 回 商議 会
28 日 電算化 ワ ー キ ン グ グ ルー プ打合せ
｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
6 月 1 日 保健管理セ ン タ ー運営委 員 会
6 日 経済学部 定期健康診断
1 3 日 教養部 II 
25～ 26 日 X 線直接撮影
｜ 経営短期大学部 ｜
6 月 18 日 第 1 回奨学生選考委員 会
20 日 第 3 回 将 来構想委 員 会
2 1 日 昭和59年度 国 立短期大学協 会 第 2 部会
（ 於 国 立教育会館 ）
ワi可EA
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22 日 第24 回 国 立短期大学協 会定期総会
（ 於 東 海大学校友会 館 ）
学 報
28 日 第 l 回 入試委員 会
第 4 回教授会
第248号
資 料
昭和58年度富山大学学報 目 録 （ 第233-号～ 第244 号）
。学 長 告 辞
O昭和57年度 富 山 大学卒業式学長告辞・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 233号
O 昭和58年度富 山 大学 入学式学長告辞・ … ・ ・ 第234号
。 関 係 法 令
O 第 233号～ 第 236号， 第238号 ～ 第 244号
。 学 内 規 則
O 富 山 大学学 則 の 一部改正 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第234号
0高 山 大学国 際交流委 員 会 規 則 の制 定－ … ・ ・ 第244号
O高 山 大学私学研修員 ， 専修学校研修 員 及 び 公 立 大
学研修 員 規 則 の制 定… ・ － 第244号
O 富 山 大学受託研究 員 規 則 の制 定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 244号
0 富 山 大学 外 国 人受託研修 員 規 則 の 制 定 － … ・ 第244
号
O 高 山大学公印管理規則 の一部改正 ・ … ・ ・ ?fi234 ! ' 
第 239号
O 富 山 大学に お け る 事務 の委任に 関す る 規則l の一部
改正… … 第233号
。 富 山 大学名 誉教授称 号授 与規 則 の一部改正… … 第
237号
O 富 山大学名 誉教授称号授与規 則施行細 則 の 一部改
正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第23 7号
0 富 山 大学客員 教授選考基準の制定・ ・ ・ ・ ・ ・ 第236号
0 富 山 大学物品 管理事務取扱細 則 の 一部 改正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第
234号
0 富 山 大学職 員 に 対す る 給与の 口 座振込実施要領の
制 定 … … 第242号
O 富 山 大学文理学部関係規則 等 を 廃 止 す る 規則 の 制
定－ － － ・ ・ ・ 第233号
0 富 山 大学文理学部 の廃 止 に 伴 う 関係規 則 を 整理す
る 規則 の 制定・ ・ ・ ・ － － 第234号
0 富 山 大学 人文学部規 則 の 一部改正 ・ ・ … ・ 第236号
O富 山大学経済学部規 則 の一部改正 … … 第239号
O 富 山 大学理学部規則 の 一部改正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 244号
0 富 山 大学教養部規 則 の 一部改正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 244号
0 富 山 大学教養部学生の助 言教官 に 関 す る 規則 のー
部改正… ・ ・ 第244号
0 富 山 大学大学院理学研 究科規則 の 一部 改正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第
236 号 ， 第244号
O 富 山 大学大学院工学研究科税目lj の 一部 改正・ ・ ・ ・ ・ ・ 第
233号
0 富 山 大 学 図 書館資料管理事務取扱規 則 の 一部改正
・ ・ 第234号
。 富 山 大学保健管理セ ン タ ー の 所長 及 び教官選考鋭
則 の 一 部改正… ・ ・ ・ 一 第235号
O 南 山 大ー 学廃水処理主運営委 員 会規 則 の 引；改正…
・ ・ 第 244号
。 富 山 大学経営知期 大学部学 MIJ の 一部改正一 ・ … 第
234号
O 高 山 大学高附知1tH大学創 設 準備 主 焼 則 の市I］ 定 … …
第 234号
O 富 山 大学高問先J期大学創 設準備委員 会 規 則 の 制 定
・ ・ ・ ・ ・ ・ 第234号
。諸 会 議
O 第233号～ 第244号
。学 事
0学位取得者… － － 第233号， 第235号， 第236号
0 昭和59年度文部省内 地研究員 の決定・ ・ ・ ・ － ・ 第244号
O 昭和 58年度文部省在外研究員 派遣予 定者 の決定 ・ ． ．
… 第 233号， 第 234号
O 昭和 58年度科学研 究 費 補助 金 （ 海 外学術調査 ） 交
付 内 定者・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 233号
O 昭和58年度科学研究 費 補助金交付内 定・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 235
凸む唱EA
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号， 第240号
O 昭 和 58年度 科学研究 費 補 助金 申 請 ・ 採択状況… …
第 235号
O 科学研究費 補助 金 資料・ ・ ・ ・ ・ ・ 第238号
0 昭 和58年度 日 本学術振興会特定国 派遣研究 者 の 決
定 ・ ・ ー ・ 第 234号
0 昭和59年度 目 本学術振興会流動研究 員 の決定… …
第 244号
O昭和59年 度 ア フ リ カ 地域研究 セ ン タ 一 派 遣研究者
の 決定・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 244号
0 外 国政府等か ら の 留 学生 等 の募集 の お 知 ら せ ・ ・ ・
第233号
。 外 国 人研究者 の 取扱 い に つ い て ・ － － － － － 第 233号
O奨学寄附金の取扱 い につ い て ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 236号
0 昭和59年度大学 入学者選抜共通 第 1 次 学 力 試験受
験案 内 の交付… … 第236号
O 昭和59年 度 富 山大学 入学者選抜に 関 す る 要項 を 発
表・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 236号
0 昭 和60年度富 山 大学 入学者選抜学力 検査実施教科 ・
手i 目 の 公表－ 一 一 － 第 235号
0学生募集要項・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 241号
O 共通 第 l 次学 力 試験 の実施…… 第 243号
0 昭 和58年度高 山 大学並びに 高 山 大学経営知期大学
部 入学 者選抜状況・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 233号
0 昭 和57年度富 山 大学並び に 富 山 大学経営知期大学
部卒業式挙行・ ・ ・ ・ ・ ・ 第z::i3号
0 昭 和57年 度 富 山 大学大学院並びに 専攻科修 了 式 挙
11- . . . . . ・ 第 23.'3号
。 人 事 異 動
O 第 233号 ～ 第 242号， 第244号
。 学 内 諸 報
O 富 山 大学学長候補 者選 挙・ － － － － － 第235号
O 人 文学部 長 の 改選・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 233号
0 教育学部附属学校 （ 国 ） 長 の改選… ・ ・ ・ 第 244号
O教養部長 の 改選 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第244号
0 附 属 図 書館 長の 改選・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 243号
0 附属図書館 工学部分館長 の 改選 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 237号
O学生部長 の 改選 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 第235号
0 保健管理セ ン タ 一 所長 の 改選… … 第235号
O経営短期大学部主事の改選・ ・ ・ ・ ・ ・ 第 24 1号
0 叙位 ・ 叙 勲 … … 第24 1 号
0 名 誉教授 の 称号授与…… 第 234号， 第 240号
報
0 客 員 教授 名 称付与… … 第 237号
O 永年 勤続者の表彰 一 … 第235号
0文部省永年勤続表彰・ ・ ・ ・ ・ ・ 第241 号
0 退職 者 を 囲 む 懇談会開催… … 第 233号
第248号
0 海 外 渡航者 … … 第233号～ 第 242号， 第244号
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0 学 内 レ ク リ ェ ー シ ョ ン 〈 囲碁大会， 将棋大会〉 ・ ・ ・
． ． － 第 233号
O 学 内 レ ク リ ェ ー シ ョ ン くバ レ ー ボー ル大会， 釣大
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職員 消 息の住
所変 更 の 項 中 文部技官 高瀬 均 E力 手 高瀬
工学部 の欄
＠ 退斤， 退室の際 に は ， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス の 消
し 忘 れ， タ バ コ の吸般の後始末 に十分注意 し ， 盗難の防
止 ・ 火 災 の予 防 に心が け ま し ょ う ．グ
＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省資源に協力 し ま し ょ う ．グ
＠ 構 内 での 自 動車等の運転は ， 教育 ・ 研究 に 支 障 を 来 さ
な い よ う 安全運転 に努め定め ら れ た 交通方法， 歩行者の
安全及 び騒音防止 に 努 め ま し ょ う グ
士勾
- 21 
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 帥 3 3 5 6 附
